
(57)【要約】

【課題】水銀蒸気放電灯が安定した品質で生産できるよ

うにする。

【解決手段】アマルガム材１３と金属部材１４を小型気

密容器１１に封入し、この小型気密容器を発光気密容器

１に挿入し、小型気密容器内のアマルガム材１３をヒー

タ４で加熱して小型気密容器内で水銀蒸気を放出させ、

さらに小型気密容器内の金属部材を高温加熱し、金属部

材によって小型気密容器を開放させて中の水銀蒸気を発

光気密容器内に放出させ、この発光気密容器の封をして

水銀蒸気放電灯を得る。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ア マ ル ガ ム 材 を 小 型 気 密 容 器 に 封 入 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 小 型 気 密 容 器 を 発 光 気 密 容 器 に 挿 入 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 小 型 気 密 容 器 内 の ア マ ル ガ ム 材 を 加 熱 し て 水 銀 蒸 気 を 放 出 さ せ る ス テ ッ プ と 、
前 記 小 型 気 密 容 器 を 開 放 さ せ て 前 記 水 銀 蒸 気 を 前 記 発 光 気 密 容 器 内 に 放 出 さ せ る ス テ ッ プ
と 、
前 記 発 光 気 密 容 器 の 封 を す る ス テ ッ プ と を 有 す る 水 銀 蒸 気 放 電 灯 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
ア マ ル ガ ム 材 と 金 属 部 材 を 小 型 気 密 容 器 に 封 入 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 小 型 気 密 容 器 を 発 光 気 密 容 器 に 挿 入 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 小 型 気 密 容 器 内 の ア マ ル ガ ム 材 を 加 熱 し て 水 銀 蒸 気 を 放 出 さ せ る ス テ ッ プ と 、
前 記 小 型 気 密 容 器 内 の 金 属 部 材 を 加 熱 し 、 前 記 金 属 部 材 に よ っ て 前 記 小 型 気 密 容 器 を 開 放
さ せ て 前 記 水 銀 蒸 気 を 前 記 発 光 気 密 容 器 内 に 放 出 さ せ る ス テ ッ プ と 、
前 記 発 光 気 密 容 器 の 封 を す る ス テ ッ プ と を 有 す る 水 銀 蒸 気 放 電 灯 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 小 型 気 密 容 器 を 開 放 さ せ て 前 記 水 銀 蒸 気 を 前 記 発 光 気 密 容 器 内 に 放 出 さ せ る ス テ ッ プ
の 前 に 、 前 記 発 光 気 密 容 器 を 真 空 に す る ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は
２ に 記 載 の 水 銀 蒸 気 放 電 灯 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 水 銀 蒸 気 放 電 灯 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 的 に 、 水 銀 蒸 気 放 電 灯 は 、 液 晶 バ ッ ク ラ イ ト 用 光 源 と し て 使 用 さ れ て い る 。 こ の 水 銀
蒸 気 放 電 灯 の 従 来 の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 長 尺 の ガ ラ ス 管 １ の 一 端 （ 図 で は 下 端 ） を 封 止 し 、 当 該 ガ ラ ス
管 １ の 放 電 灯 ガ ラ ス 管 の 長 さ Ｌ と な る 位 置 に 加 熱 し て く び れ ２ を 設 け て お く 。 そ し て 矢 印
で 示 し た よ う に 、 こ の く び れ ２ の 設 け ら れ た ガ ラ ス 管 １ の 開 口 側 の 端 部 か ら ア マ ル ガ ム 材
の よ う な 水 銀 合 金 部 材 ３ を 挿 入 し て く び れ ２ の 部 分 で 受 け 止 め さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
次 に 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ヒ ー タ ４ に ガ ラ ス 管 １ を 挿 入 し 、 排 気 管 ５ を ガ ラ ス 管 １
の 開 口 端 部 に 接 続 し 、 ガ ラ ス 管 １ を 加 熱 し な が ら ガ ラ ス 管 １ 内 を 真 空 引 き し て 真 空 状 態 に
し 、 そ の 中 に 希 ガ ス を 導 入 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
続 い て 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ヒ ー タ ６ に よ っ て ガ ラ ス 管 １ を 加 熱 す る と と も に 高 周
波 誘 導 加 熱 器 ７ を 用 い て 水 銀 合 金 部 材 ３ の 部 分 を 高 周 波 誘 導 加 熱 し て 水 銀 合 金 部 材 ３ を 溶
融 さ せ て 水 銀 蒸 気 を 発 生 さ せ 、 そ の 水 銀 蒸 気 を ガ ラ ス 管 １ の ラ ン プ 容 器 １ ０ と な る 側 、 つ
ま り 図 ３ （ ｃ ） で は く び れ ２ か ら 下 側 の 部 分 の 中 に 導 入 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 後 、 図 ３ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 ラ ン プ 容 器 １ ０ の 部 分 を 切 り 離 す た め に 、 バ ー ナ ー ８
に よ っ て く び れ ２ の 部 分 を 加 熱 し て 、 ガ ラ ス 管 １ か ら ラ ン プ 容 器 １ ０ の 部 分 を く び れ ２ に
お い て 切 り 離 し 、 同 時 の こ の く び れ ２ 側 の 端 部 を 封 止 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の よ う な 従 来 の 水 銀 蒸 気 放 電 灯 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 し た 高 周 波 誘 導 加
熱 器 ７ に よ る 水 銀 合 金 部 材 ３ を 加 熱 す る 際 、 水 銀 合 金 部 材 ３ と 高 周 波 誘 導 加 熱 器 ７ の 誘 導
コ イ ル と の 位 置 の 微 妙 な 変 化 に よ っ て 水 銀 合 金 部 材 ３ の 上 昇 温 度 が ば ら つ く た め に 、 そ の
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水 銀 放 出 率 が 変 化 し や す く 、 得 ら れ た 水 銀 蒸 気 放 電 灯 間 で 封 入 水 銀 量 が 大 き く ば ら つ く 問
題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 製 造 さ れ る 水 銀 蒸 気 放 電 灯
に 封 入 す る 水 銀 蒸 気 量 を 安 定 さ せ る こ と が で き る 水 銀 蒸 気 放 電 灯 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ
と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ の 発 明 の 水 銀 蒸 気 放 電 灯 の 製 造 方 法 は 、 ア マ ル ガ ム 材 を 小 型 気 密 容 器 に 封 入 す る
ス テ ッ プ と 、 前 記 小 型 気 密 容 器 を 発 光 気 密 容 器 に 挿 入 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 小 型 気 密 容 器
内 の ア マ ル ガ ム 材 を 加 熱 し て 水 銀 蒸 気 を 放 出 さ せ る ス テ ッ プ と 、 前 記 小 型 気 密 容 器 を 開 放
さ せ て 前 記 水 銀 蒸 気 を 前 記 発 光 気 密 容 器 内 に 放 出 さ せ る ス テ ッ プ と 、 前 記 発 光 気 密 容 器 の
封 を す る ス テ ッ プ と を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 １ の 発 明 の 水 銀 蒸 気 放 電 灯 の 製 造 方 法 で は 、 水 銀 蒸 気 源 と し て ア マ ル ガ ム 材 を 用 い
る こ と に よ っ て 低 温 加 熱 で も 水 銀 蒸 気 の 放 出 率 を 高 く し 、 小 型 気 密 容 器 内 で ア マ ル ガ ム 材
か ら 水 銀 蒸 気 を 放 出 さ せ た 後 、 こ の 小 型 気 密 容 器 を 開 放 さ せ そ の 中 か ら 発 光 気 密 容 器 内 に
水 銀 蒸 気 を 放 出 さ せ る こ と に よ り 、 水 銀 蒸 気 放 電 灯 を 安 定 し た 品 質 で 製 造 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ２ の 発 明 の 水 銀 蒸 気 放 電 灯 の 製 造 方 法 は 、 ア マ ル ガ ム 材 と 金 属 部 材 を 小 型 気 密 容 器
に 封 入 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 小 型 気 密 容 器 を 発 光 気 密 容 器 に 挿 入 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 小
型 気 密 容 器 内 の ア マ ル ガ ム 材 を 加 熱 し て 水 銀 蒸 気 を 放 出 さ せ る ス テ ッ プ と 、 前 記 小 型 気 密
容 器 内 の 金 属 部 材 を 加 熱 し 、 前 記 金 属 部 材 に よ っ て 前 記 小 型 気 密 容 器 を 開 放 さ せ て 前 記 水
銀 蒸 気 を 前 記 発 光 気 密 容 器 内 に 放 出 さ せ る ス テ ッ プ と 、 前 記 発 光 気 密 容 器 の 封 を す る ス テ
ッ プ と を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ２ の 発 明 の 水 銀 蒸 気 放 電 灯 の 製 造 方 法 で は 、 水 銀 蒸 気 源 と し て ア マ ル ガ ム 材 を 用 い
る こ と に よ っ て 低 温 加 熱 で も 水 銀 蒸 気 の 放 出 率 を 高 く し 、 小 型 気 密 容 器 内 で ア マ ル ガ ム 材
か ら 水 銀 蒸 気 を 放 出 さ せ た 後 、 こ の 小 型 気 密 容 器 を 高 温 加 熱 す る こ と に よ っ て 金 属 部 材 を
高 温 に し て 小 型 気 密 容 器 を 内 側 か ら 開 放 さ せ 、 そ の 中 か ら 発 光 気 密 容 器 内 に 水 銀 蒸 気 を 放
出 さ せ 、 水 銀 蒸 気 放 電 灯 を 安 定 し た 品 質 で 製 造 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ の 水 銀 蒸 気 放 電 灯 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 小 型 気 密
容 器 を 開 放 さ せ て 前 記 水 銀 蒸 気 を 前 記 発 光 気 密 容 器 内 に 放 出 さ せ る ス テ ッ プ の 前 に 、 前 記
発 光 気 密 容 器 を 真 空 に す る ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ り 、 こ れ に よ り 希
ガ ス と 水 銀 蒸 気 を 発 光 気 密 容 器 内 へ 所 要 の 濃 度 で 封 入 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 に 基 づ い て 詳 説 す る 。 図 １ （ ａ ） ～ （ ｄ ） は 本 発 明 の １ つ
の 実 施 の 形 態 の 水 銀 蒸 気 放 電 灯 の 製 造 方 法 を 図 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ １ ） ま ず 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 長 尺 の ガ ラ ス 管 １ の 一 端 （ 図 に お い て 下 端 ） を 封 止
し 、 こ の ガ ラ ス 管 １ の ラ ン プ 容 器 １ ０ に な る 長 さ Ｌ の 位 置 に 第 １ の く び れ ２ １ を 設 け る 。
そ し て こ の 第 １ の く び れ ２ １ を 設 け た 位 置 ま で 開 口 端 部 か ら 図 ２ に 示 す ガ ラ ス 製 カ プ セ ル
１ １ を 挿 入 す る 。 さ ら に 、 第 １ の く び れ ２ １ の 位 置 か ら こ の ガ ラ ス 製 カ プ セ ル １ １ の 長 さ
Ｄ 分 だ け 離 れ た 位 置 に お い て も ガ ラ ス 管 １ に 第 ２ の く び れ ２ ２ を 設 け る 。 こ の 第 ２ の く び
れ ２ ２ よ り も 上 側 に 不 純 物 蒸 気 を 吸 着 除 去 す る た め の ゲ ッ タ ー １ ２ を 挿 入 す る 。 こ れ ら の
第 １ 、 第 ２ の く び れ ２ １ ， ２ ２ は 該 当 部 分 を バ ー ナ ー で 加 熱 し た 後 に 内 側 に 変 形 さ せ る こ
と に よ っ て 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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図 ２ に 示 す よ う に 、 小 型 気 密 容 器 で あ る ガ ラ ス 製 カ プ セ ル １ １ は 、 内 部 が 真 空 で あ り 、 水
銀 蒸 気 源 と し て の ア マ ル ガ ム 材 １ ３ と 共 に 、 屈 曲 さ せ た 金 属 部 材 １ ４ が 封 装 さ れ た も の で
あ る 。 金 属 部 材 １ ４ と し て は 、 屈 曲 し た 棒 体 に 代 え て 、 リ ン グ 状 あ る い は バ ネ 性 を 有 す る
金 属 部 材 を 挿 入 し て お く こ と も が で き る 。 こ の よ う な 金 属 部 材 を 用 い る 場 合 、 後 述 す る 高
温 加 熱 に よ る 熱 膨 張 に よ っ て ガ ラ ス 製 カ プ セ ル １ １ の 内 壁 に 圧 力 を 加 え 、 開 放 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ ２ ） 次 に 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ヒ ー タ ４ に ガ ラ ス 管 １ を 挿 入 し 、 排 気 管 ５ を ガ ラ
ス 管 １ の 開 口 端 部 に 接 続 し 、 ガ ラ ス 管 １ を 加 熱 し な が ら ガ ラ ス 管 １ 内 を 真 空 引 き し て 真 空
状 態 に し 、 そ の 中 に 希 ガ ス を 導 入 す る 。 こ の ヒ ー タ ４ に よ る 加 熱 に よ り 、 ガ ラ ス 管 １ 内 の
ガ ラ ス 製 カ プ セ ル １ １ も 加 熱 さ れ 、 そ の 中 で ア マ ル ガ ム 材 １ ３ か ら 水 銀 蒸 気 が 放 出 さ れ る
。 こ の 際 、 ア マ ル ガ ム 材 １ ３ は 水 銀 放 出 温 度 が 低 い た め 、 ヒ ー タ ４ の 加 熱 に よ っ て も 十 分
大 量 の 水 銀 蒸 気 を 放 出 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ ３ ） 続 い て 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ヒ ー タ ６ に よ っ て ガ ラ ス 管 １ を 加 熱 す る と と も
に 高 周 波 誘 導 加 熱 器 ７ を 用 い て ガ ラ ス 製 カ プ セ ル １ １ の 入 っ て い る 部 分 を 高 周 波 誘 導 加 熱
す る 。 こ の 高 周 波 誘 導 加 熱 に よ り ガ ラ ス 製 カ プ セ ル １ １ 内 の 金 属 部 材 １ ４ が 高 温 度 に 加 熱
さ れ 、 こ れ に よ っ て 、 金 属 部 材 １ ４ と 接 触 し て い る ガ ラ ス 製 カ プ セ ル １ １ の 一 部 分 が 急 激
に 温 度 上 昇 し て そ の 壁 に ク ラ ッ ク が 入 り 、 あ る い は そ の 接 触 部 分 が 溶 融 し て 穴 が あ き 、 そ
の ク ラ ッ ク 部 分 あ る い は 穴 か ら 中 の 水 銀 蒸 気 が カ プ セ ル １ １ 外 に 放 出 さ れ る 。 こ の 結 果 、
ガ ラ ス 管 １ の ラ ン プ 容 器 １ ０ と 成 る 側 、 つ ま り 図 １ （ ｃ ） で は 第 １ の く び れ ２ １ か ら 下 側
の 部 分 の 中 に 水 銀 蒸 気 が 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 ガ ラ ス 製 カ プ セ ル １ １ の 高 温 加 熱 に は 、 高 周 波 誘 導 加 熱 器 ７ に 代 え て 、 レ ー ザ ー 加
熱 器 を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ ４ ） こ の 後 、 図 １ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 ラ ン プ 容 器 １ ０ の 部 分 を 切 り 離 す た め に 、 バ ー
ナ ー ８ に よ っ て 第 １ の く び れ ２ １ の 部 分 を 加 熱 し て 、 ガ ラ ス 管 １ か ら ラ ン プ 容 器 １ ０ の 部
分 を 第 １ の く び れ ２ １ に お い て 切 り 離 し 、 同 時 の こ の 第 １ の く び れ ２ １ 側 の 端 部 を 封 止 す
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 実 施 例 】
本 発 明 の 水 銀 蒸 気 放 電 灯 の 製 造 方 法 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
外 径 ４ ． ０ ｍ ｍ 、 内 径 ３ ． ０ ｍ ｍ の 長 尺 の ホ ウ 珪 酸 ガ ラ ス を ガ ラ ス 管 １ と し て 用 い 、 一 端
を 封 止 し 、 そ の 封 止 端 か ら Ｌ ＝ ３ ０ ０ ｍ ｍ の 位 置 に 第 １ の く び れ ２ １ を 設 け 、 ガ ラ ス 製 カ
プ セ ル １ １ を 挿 入 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ガ ラ ス 製 カ プ セ ル １ １ は 、 ホ ウ 珪 酸 ガ ラ ス 製 で 、 外 径 ２ ． ６ ｍ ｍ 、 内 径 ２ ． ０ ｍ ｍ 、 全 長
１ ５ ｍ ｍ の も の で あ っ た 。 そ の 内 部 に は ア マ ル ガ ム 材 １ ３ と 金 属 部 材 １ ４ と し て の ７ ． ０
ｍ ｍ の ニ ッ ケ ル 棒 を 封 入 し て お い た 。 ア マ ル ガ ム 材 １ ３ は 、 Ｂ ｉ ＋ Ａ ｎ ＋ Ｈ ｇ の 合 金 で あ
り 、 組 成 比 は 、 Ｂ ｉ ５ １ ． ８ ２ ： Ａ ｎ ３ ９ ． ５ ７ ： Ｈ ｇ １ ２ ． ３ ８ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に ガ ラ ス 管 １ の 第 １ の く び れ ２ １ か ら Ｄ ＝ 約 ２ ０ ｍ ｍ 離 れ た 部 分 に 第 ２ の く び れ ２ ２ を
設 け 、 ゲ ッ タ ー １ ２ を 挿 入 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 、 図 １ （ ｂ ） の よ う に ヒ ー タ ４ に ガ ラ ス 管 １ を 挿 入 し 、 排 気 管 ５ を ガ ラ ス 管 １ の 開 口
端 部 に 接 続 し 、 ガ ラ ス 管 １ を 加 熱 し な が ら ガ ラ ス 管 １ 内 を 真 空 引 き し て 真 空 状 態 に し 、 希
ガ ス と し て ネ オ ン と ア ル ゴ ン の 混 合 ガ ス （ 組 成 比 ： ネ オ ン ／ ア ル ゴ ン ＝ ９ ０ モ ル ％ ／ １ ０
モ ル ％ ） を ６ ０ Ｔ ｏ ｒ ｒ の 封 入 圧 に 封 入 し た 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
続 い て 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ヒ ー タ ６ に よ っ て ガ ラ ス 管 １ を 加 熱 す る と と も に 高 周
波 誘 導 加 熱 器 ７ を 用 い て ガ ラ ス 製 カ プ セ ル １ １ の 入 っ て い る 部 分 を 高 周 波 誘 導 加 熱 し た 。
こ の 高 周 波 誘 導 加 熱 に よ り ガ ラ ス 製 カ プ セ ル １ １ 内 の 金 属 部 材 １ ４ が 高 温 度 に 加 熱 さ れ 、
金 属 部 材 １ ４ と 接 触 し て い る ガ ラ ス 製 カ プ セ ル １ １ の 一 部 分 に ク ラ ッ ク が 入 っ た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の 後 、 図 １ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 バ ー ナ ー ８ に よ っ て 第 １ の く び れ ２ １ の 部 分 を 加 熱 し
て 、 ガ ラ ス 管 １ か ら ラ ン プ 容 器 １ ０ の 部 分 を 第 １ の く び れ ２ １ に お い て 切 り 離 し 、 同 時 の
こ の 第 １ の く び れ ２ １ 側 の 端 部 を 封 止 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
以 上 の 方 法 で 、 外 径 ４ ． ０ ｍ ｍ 、 内 径 ３ ． ０ ｍ ｍ 、 管 長 さ ３ ０ ０ ｍ ｍ の ホ ウ 珪 酸 ガ ラ ス 製
の 水 銀 蒸 気 放 電 灯 を そ れ ぞ れ １ ０ 本 ず つ 試 作 し 、 そ れ ぞ れ に つ い て ラ ン プ 内 水 銀 封 入 量 を
比 較 し た 。 さ ら に 、 水 銀 供 給 源 に 残 存 し て い る 水 銀 量 を 測 定 し て 水 銀 放 出 率 を 計 算 し た と
こ ろ 、 表 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 実 施 例 に お い て 水 銀 放 出 率 が 平 均 ９ ８ ． ７ ％ と 非 常 に
高 く 安 定 し て い る こ と が 確 認 で き た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 水 銀 蒸 気 源 と し て ア マ ル ガ ム 材 を 用 い る こ と に よ っ て 低 温
加 熱 で も 水 銀 蒸 気 の 放 出 率 を 高 く で き 、 小 型 気 密 容 器 内 で ア マ ル ガ ム 材 か ら 水 銀 蒸 気 を 放
出 さ せ た 後 、 こ の 小 型 気 密 容 器 を 開 放 さ せ そ の 中 か ら 発 光 気 密 容 器 内 に 水 銀 蒸 気 を 放 出 さ
せ る こ と に よ り 、 水 銀 蒸 気 放 電 灯 を 安 定 し た 品 質 で 製 造 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま た 、 小 型 気 密 容 器 に ア マ ル ガ ム 材 と 共 に 金 属 部 材 を 封 入 し て お く こ と で 、 こ の 小 型 気 密
容 器 内 で 水 銀 蒸 気 を 放 出 さ せ た 後 、 高 温 加 熱 す る こ と に よ っ て 金 属 部 材 を 高 温 に し て 小 型
気 密 容 器 を 内 側 か ら 開 放 さ せ 、 そ の 中 か ら 発 光 気 密 容 器 内 に 水 銀 蒸 気 を 放 出 さ せ る こ と が
で き 、 水 銀 蒸 気 放 電 灯 を 安 定 し た 品 質 で 製 造 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の １ つ の 実 施 の 形 態 の 水 銀 蒸 気 放 電 灯 の 製 造 方 法 の 各 工 程 を 示 す 説 明 図 。
【 図 ２ 】 上 記 実 施 の 形 態 で 用 い る ガ ラ ス 製 カ プ セ ル の 断 面 図 。
【 図 ３ 】 従 来 の 水 銀 蒸 気 放 電 灯 の 製 造 方 法 の 各 工 程 を 示 す 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 ガ ラ ス 管
４ 　 ヒ ー タ
７ 　 高 周 波 誘 導 加 熱 器
１ ０ 　 ラ ン プ 容 器
１ １ 　 ガ ラ ス 製 カ プ セ ル
１ ３ 　 ア マ ル ガ ム 材
１ ４ 　 金 属 部 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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